
地域おこし協力隊
令和７年度活動報告

環境森林課 長谷川久乃

ミッション：森林保全促進業務



経歴と人

⚫宇都宮市出身（高校卒業後県外へ）
高校卒業後県外へ30年勤めた会社を退職し、2024年6月より着任

⚫前職は建築設計事務所で

ＣＭ・ＰＭ、デューデリジェンス業務に従事

木造は未経験^^;

⚫家族は東京へ残し、単身赴任

⚫移住のきっかけは人生逆算 あと10年！！



経歴と人

⚫趣味は登山、ゴルフ、ラジオ（問わず語りの神田伯山、

東京ポッド許可局、宮藤さんに言ってもしょうがないんですけ

どetc.）、舞台鑑賞（劇団新感線、三谷幸喜、野田秀樹）

⚫サップやトレランにチャレンジ中

昨年は男体山登拝に参加



今年の活動テーマ

「森を発信する」
・昨年の課題「どうやったら木の需要が増える？ やはり建材の利用向上！」

・日光市の確認申請総数の約8割（約200件）が木造、そのうち半数は宇都宮市内の
設計者により申請されていました。

・また木造のうち『日光の木』プレゼント事業の利用者は約10％

→建築関係者、一般への認知度向上が必要

今年度は『日光の木』利用総合戦略委員会のご協力のもと、情報発信を基軸としました。

低い^^;

『日光の木』：日光市内の森林で産出され、日光市内で製材された木のブランドです。

『日光の木』利用総合戦略委員会：生産者（日光市森林組合／日光市林業振興会）、木材流通・加工業者（日光木材業協同組合）、建築関係者（栃木県
建築士日光支部、日光商工会議所）、行政（日光市）が一体となり、木材利用を通して森林循環を促進、美しく豊か
な森林を次世代につなげるための組織です。

『日光の木』プレゼント事業：2050年ゼロカーボンシティの実現に向けて、日光市産木材を利用して市内に新築や増改築、リフォームを行う方に資材の
一部を支給する事業



主な活動１『日光の木』情報ツール見直し

⚫『日光の木』HPの見直し

HPは情報が未更新であったため、
記載内容の情報更新

⚫Instagramの公開

アクセス権を事務局のみから
『日光の木』利用総合戦略委員会のメンバーに変更、
各社『日光の木』にまつわる活動を日々あげて
もらいフォロアー数増

⚫チラシの作成

展示会等で配布するための『日光の木』チラシ

（業者向け、一般向け）を作成



主な活動２ 展示会に参加

⚫AP展 栃木県建築士事務所協会主催

7/16・17 @宇都宮市文化会館 2F展示室

建築士向けの展示会に

『日光の木』利用総合戦略委員会として出展

ブースへの来訪者 30名
（設計事務所15、施工者３、メーカー4、その他７）

宇都宮もしくは県南の業者が多かったため、
『『日光の木』の認知度は低かったが、『日光
の木』プレゼントの印象はよく、日光市内の顧
客と開拓したいとの声もあった。

県内建築士へのPR



主な活動２ 展示会に参加

⚫とちぎ住宅フェア 栃木県住宅協会主催

10/14・15 @マロニエプラザ

一般客向け、未就学児のいる世帯をイベント等で集客し、

各社営業をかける仕組み、ブースへの来訪者 約100世帯

『日光の木』ブースは木の感触を体験できるコーナー、建

築士による住宅相談コーナーを設営。

来訪者には補助関連のチラシ、箸・ストロー・モクトンボ

を配布。モクトンボは子供に人気。端材や各社の見本は欲

しい方に配布。

隣で活動していたReva,s Tochigiに来訪してもらい

Instagram等で拡散してもらった。

『日光の木』
フォロアーも増！



主な活動３ イベントに参加
【ワークショップ】
⚫ ガーランド作り 木輪（とちぎの木を活かす女子の会）

10/19 もくもくまつり in 鹿沼市花木センター

11/16 オールとちぎ移住フェア in 有楽町交通会館

⚫ 『日光の木』を使った輪ゴム銃づくり
8/17 NIKKOクラフトフェス in mekke

12/20 ゼロカーボンデザイン・ラボ体験会 in 杉並木公園旧江連家

【見学会・勉強会】
⚫ 中大規模木造建築物視察勉強会 in 日光

11/28 星野工業→ヤギサワ→日光金谷ホテル→田母沢御用邸→林業センター

⚫ 宇都宮大学地域経営研究会 森林部会
8/22 第1回 栃木県の森林・林業・木材産業の現状ほか

12/10 第2回 栃木県における森林資源情報高度化の取組

⚫ 株式会社森未来 セミナー

森と建築をいっしょに考える（全4回） etc.



主な活動４ 他市町の協力隊との交流

⚫とちぎ地域おこし協力隊まるごとプラットフォームへの参加

移住定住・空き家対策Gに参加

空き家対策等で地域材利用につながるか情報収集

中之条町視察：

１_かたや再生（かたやは昔の屋号をそのまま使用）
・2F元従業員宿舎→シェアハウスとして貸し出し
・1F食堂と住民のコミュニティスペース
・外観へのこだわり
内部に新たなサッシの設置
エアコンの室外機を表には出さない

２_中之条ビエンナーレ
・町が閉鎖した酒蔵を買い取りギャラリーとして貸出
・ビエンナーレ期間は町内の空き店舗が展示場に



主な活動５ 地域材利用

⚫木造３F サービス付き高齢者向け住宅の建設

“とちぎのいい木”非住宅建築物ウッドチェンジ事業にて、
宇都宮に木造3F建てのサービス付き高齢者住宅を建設

ALL『日光の木』を目指したが、工期の関係で『日光の
木』以外の県産材も利用することとなった。8割以上の
構造材を県産材で対応。

用途上、耐火建築物相当となるため、構造材は石膏ボー
ド等により耐火被覆されてしまい、残念ながら入居者か
らは木材は見えない。

別棟（平屋）で無垢材を使用し、木のぬくもりを感じら
れる空間とした。→まだ建設中^^;

ご協力いただいた製材会社

大和木材（構造材ほか）／ヤギサワ（羽目板等）／

田村材木（床材）／二宮木材（JAS認定）

調達・プレカット・施
工の工程調整が課題



今後の活動

どうやったら木の需要が増える？

やはり建材の利用増！

やっぱり今年も！



今後の活動

イメージ ： 木を伐ることは悪

認証？ ： 法的に森林認証材を使用する必要
はない JAS認定であればいい
CO2はどのくらい削減？

⚫地域材普及における課題 →一般事業者、建築関係者へどう効果的に働きかけるか

皆伐・再造林がCO2吸収量をUPし、削減に寄与。
脱炭素の話に絡めて森林循環の普及活動が必要。

コストメリット以外での判断材料
（日光の木の魅力発信！）
非住宅への利用促進 地産地消で工期短縮

森林認証は適切に管理されている森林で生産・加
工されている木材であることの証明
Insta等による一般事業者への浸透 使いたいマイ

ンドへ 脱CO2＆地域材

コスト ： 地域材を使いたいが、補助金導入
しても外材のほうが安い

トータル的には地域材
利用がお得！としたい



今後の活動

⚫まずは公共建築がメイン→東京23区木質化への営業→木育にも興味あり！→6次産業化へ

⚫『日光の木』×○○ による発信

→林業単体で考えるのではなく、いろいろな場面での利用へ

ゆる~くつながることで当たり前の風景へ

「日光の木 魅力発信」

農業
まち
づくり

空き家子育て 観光

医療
Etc.

飲食

取組を売るビジネスも
あり

宇宙



今後の活動

「木造・木質化のビジネスモデルを考える」

空き家

購入or賃借

改修

「日光の木」利用促進事業（市）
空き家バンクリフォーム補助金（市）
とちぎ材の家づくり支援事業（県）
とちぎのいい木非住宅建築物ウッドチェンジ事業（県）

民泊として利用（Airbnb等）
移住者用の住宅として賃貸

木材利用の促進
→CO2固定化促進
→間接的だが林業へ還元￥

関係人口の増加

観光・物販への波及

街並みの景観・
魅力度UP

オーナーへ賃料￥

市の税収UP￥
脱炭素対策

仲介業者へフィー￥
設計者へフィー￥
施工者へフィー￥

令和7年度は
できなかったので

空き家募集！



ご清聴ありがとうございました。

さくら市 コンタ君と
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